
有限会社そらまめカンパニーの最終処分場に係る地域の概要 

 

１ 申請の概要 

（１） 申請者 住所 岩見沢市宝水町 207 番地１ 

名称 有限会社そらまめカンパニー 代表取締役 江本 勝典 

（２） 申請年月日 令和６年（2024 年）１月 26 日 

（３） 施設の設置予定場所 岩見沢市宝水町 145 番１、145 番２、146 番１、152 番、154 番５、 

          192 番２、192 番９、193 番１、193 番６、193 番 10、193 番 12、 

193 番 16、202 番、203 番、207 番５、207 番８、569 番 

（４） 施設の種類 施行令第７条第 14 号ロ（安定型最終処分場） 

      施行令第７条第 14 号ハ（管理型最終処分場） 

（５） 処理する産業廃棄物の種類 

燃え殻、汚泥（含水率 85パーセント以下のものに限る。）、廃油（タールピッチ類に限る。）、廃

プラスチック類（おおむね 15 センチメートル以下のものに限る。）、紙くず、木くず、繊維く

ず、動植物性残さ、ゴムくず（おおむね 15センチメートル以下のものに限る。）、金属くず、ガ

ラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、動物のふん尿、動物の死体、

ばいじん、産業廃棄物を処分するために処理したもの。以上、石綿含有産業廃棄物であるもの、

また、燃え殻、汚泥、鉱さい及びばいじんについては、水銀含有ばいじん等であるもの（水銀

回収義務がないものに限る。）を含む、廃石綿等。 

（６） 施設の処理方式 3.5m ごとに 0.5m 覆土、セル方式 

（７） 施設の処理能力 面積：53,926 ㎡ 容量：661,839 ㎥ 

 

２ 申請地周辺の状況 

（１） 地勢 

申請地は西部の石狩低地帯と東部山地に挟まれた丘陵地で、森林に覆われている。岩見沢

市における都市計画区域内であるが、用途地域の指定がなされていない白地地域である。 

（２） 住宅の存在 

申請地周辺 500ｍ以内に人家が１件あり、申請地の北東 360ｍに位置する（施設設置に関し

て同意済）。 

（３） 生活環境の状況（利水状況など） 

岩見沢市及び三笠市の水道はいずれも桂沢水道企業団より受水しており、水源は三笠市桂

沢ダムである。桂沢水道企業団の取水施設から約 15km 離れており、申請地周辺に水道水源は

ない。また、申請地周辺には地下水脈がなく、申請地周辺 500ｍ以内に飲用井戸はない。申請

地周辺は騒音・振動に係る規制地域に指定されていないが、悪臭に係る規制地域には指定さ

れている。 

 

３ 当該地域における廃棄物の処理状況 

（１） 周辺の処理施設 

申請地の南側に隣接する土地に申請者の既存の安定型・管理型最終処分場と、役員と従業

員がほぼ同一で別法人である空知環境総合株式会社の中間処理施設（焼却施設２基、脱水施

設、破砕施設２基、圧縮・梱包施設、破砕分離施設）が設置されている。 

（２） 廃棄物処理の動向 

空知管内に現在稼働中の安定型最終処分場は 15 か所、安定型及び管理型最終処分場は 12

か所、焼却施設は４基設置されている。申請者及び空知環境総合株式会社の施設において、

各事業場等から排出される産業廃棄物の中間処理、最終処分が行われている。 

岩見沢市内で現在稼働中の最終処分場は、申請者の安定型・管理型最終処分場と、谷村運

輸株式会社の安定型最終処分場２施設の計３施設となっている。 

 

 

 



４ 当該申請に係る関係市町村及び住民の意見等 

（１）縦覧期間 

令和６年(2024 年)２月 14 日(水)～令和６年(2024 年)３月 15 日(金) 

（２）市町村長の意見 

令和６年(2024 年)３月 29 日(金)まで 

（３）利害関係者の意見 

令和６年(2024 年)３月 29 日(金)まで 

 

５ 申請者の廃棄物処理業の状況等 

（１） 廃棄物処理業の許可取得状況 

産業廃棄物処分業と特別管理産業廃棄物処分業で埋立の許可を取得している。 

なお、空知環境総合株式会社としては、産業廃棄物処分業（焼却、脱水、破砕、圧縮・梱包、

破砕分離）と特別管理産業廃棄物処分業（焼却）のほか、産業廃棄物収集運搬業と特別管理産

業廃棄物収集運搬業の許可を有している。 

（２） 廃棄物処理施設の設置状況 

安定型・管理型最終処分場（平成 23 年(2011 年)４月１日許可）を設置している。 

空知環境総合株式会社としては、焼却施設２基（平成 21 年(2009 年)１月 21 日、令和２年

(2022 年)10 月 27 日許可）、脱水施設（許可不要）、破砕施設２基（許可不要、令和元年(2019

年)７月 20 日）、圧縮・梱包施設（許可不要）、破砕分離施設（許可不要）を設置している。 

（３）申請者への立入検査 

令和４年（2022 年）11月１日に建設予定地の現地調査を実施し、申請書記載どおりの現況

であることを確認した。 

（４）申請者への不利益処分の状況 

処理業許可取得時より現在まで、不利益処分は行われていない。 

 

６ 現行処分場の悪臭問題について 

（１） 概要 

現行処分場で発生する悪臭（硫化水素臭）により、近隣住民から度々苦情が寄せられている。

悪臭の原因は、主に建築物の解体により発生した廃石膏ボードの埋立によるもの。平成 30 年

(2018 年)11 月に岩見沢市が実施した調査で初めて硫化水素濃度が規制基準値(0.02ppm)を超

過し、以降、計 23 回の調査中 14 回基準値を超過。これに対し、岩見沢市と空知総合振興局

は、計 7回の改善指導（文書指導）を行っている。 

（２） 現状 

令和４年(2022 年)10 月末で廃石膏ボードの受入れを中止し、令和５年(2023 年)８月に空知

環境総合株式会社が廃石膏ボードの中間処理施設を整備、以降は同社にて受入れを行ってい

る。また、令和５年度より独自に「硫化水素発生防止措置計画」を策定し、対策を継続実施中。

硫化水素濃度の測定値の低下など、改善の兆しが見られる。 

 

７ その他 

（１）関係市町との協議状況 

空知環境総合株式会社を含めると、昭和 62 年から当該地区で焼却施設及び最終処分場を継

続的に新設又は増設しており、その都度岩見沢市と協議している。今般の処分場設置について

も、令和４年(2022 年)11 月 22 日に開催された「岩見沢市公害対策審議会」にて同市の関係部

局に対し概要説明を行っている。 

（２）他法令の規制 

○ 森林法について、空知総合振興局産業振興部林務課と協議中。 

○ 河川法について、本申請に係り許可や届出等必要ないことを確認済。 

○ 悪臭防止法について、既設処分場の敷地境界での硫化水素濃度の規制基準値(0.02ppm) 

超過に関し、岩見沢市と空知総合振興局からの改善指導を受け、最終処分場からの硫化水 

素発生防止措置を継続している。 


